
　
今
年
も
め
ぐ
っ
て
来
た
４
月

日
発
明
の
日
。
昨
年
の
本
紙
第
２
部
「
発
明
の
日
」
は

「
日
本
経
済
再
生
の
カ
ギ
握
る
知
的
財
産
戦
略
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
日
本
経
済
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
ろ
う
か
。
内
閣
府
政
策
統
括
官
室

経
済
財
政
分

析
担
当

に
よ
る
リ
ポ
ー
ト
「
日
本
経
済
２
０
１
１
―
２
０
１
２
」
で
は
、
日
本
経
済
は
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
か
ら
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
復
旧
と
と
も
に
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
そ
の
後
の
急
速
な
円
高
や
欧
州
政
府
債
務
危
機
の
影
響
を
受
け
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
の
「
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
」
が
試
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。

　
２
０
１
１
年
３
月

日
、
「
模
倣
問
題
を
超
え
て

―
変
化
す
る
中
国
の
新
た
な
特
許
リ
ス
ク
へ
の
対

処
」
と
題
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
米
国
の
代
表
的
ハ
イ
テ
ク
企
業
、
米
通
商
代
表

部

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ

、
米
国
際
貿
易
委
員
会

Ｉ
Ｔ

Ｃ

、
米
特
許
商
標
庁

Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ｏ

な
ど
の
米

国
政
府
機
関
、
法
律
事
務
所
、
大
学
関
係
者
が
参
加

し
た
。
熱
心
に
討
議
さ
れ
た
の
が
「
国
を
挙
げ
て
展

開
す
る
中
国
の
特
許
武
装
強
化
の
結
果
、
中
国
権
利

者
に
よ
る
訴
訟
、
権
利
行
使
に
直
面
す
る
リ
ス
ク
の

急
増
」
で
あ
り
、
そ
の
対
処
法
で
あ
る
。

「
訴
訟
大
国
」
へ
と
転
換
し
た
中
国
「
知
財
南
北
問
題
」
が
併
存
す
る
イ
ン
ド

知財のソコヂカラ推進力と育成力

サ
ポ
ー
ト
体
制
・
人
材
育
成
不
可
欠

発
明
推
進
協
会
　
参
与
・
知
的
財
産
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
知
的
財
産
総
合
支
援
グ
ル
ー
プ
調
査
研
究
チ
ー
ム
扇
谷
高
男
野
村
一
城

日
本
技
術
貿
易
　
事
業
開
発
室
　
室
長
飯
野
昇
司

■新しくなった発明協会グループ

第

回
全
日
本
学
生
児
童
発
明
く
ふ
う
展
を
ご

覧
に
な
る
皇
太
子
殿
下
と
作
品
説
明
を
す
る
恩

賜
記
念
賞
受
賞
の
清
水
柊
平
さ
ん

千
葉
県
我

孫
子
市
立
根
戸
小
学
校
５
年
※
受
賞
当
時
、
中

央
は
豊
田
章
一
郎
発
明
協
会
会
長
※
当
時

ソ
コ
ヂ
カ
ラ
の
源
泉

　
日
本
は
天
然
資
源
の
乏
し
い

国
で
あ
る
。
鉱
物
資
源
も
少
な

け
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
も

恵
ま
れ
て
い
な
い
国
だ
。
こ
れ

は
日
本
を
表
現
す
る
言
葉
と
し

て
子
供
も
大
人
も
繰
り
返
し
耳

に
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
が
、

ま
さ
に
日
本
は
他
人
へ
売
る
モ

ノ
も
な
い
、
自
分
で
モ
ノ
を
作

る
た
め
の
材
料
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
な
い
、
経
済
活
動
を
行
う
上

で
は
圧
倒
的
に
不
利
な
「
何
も

な
い
」
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
そ
こ
で

年
の
知

財
立
国
宣
言
へ
と
つ
な
が
っ
て

き
た
の
だ
が
、
具
体
的
な
石

油
、
天
然
ガ
ス
、
銅
、
マ
ン
ガ

ン
と
い
っ
た
資
源
と
異
な
り
、

知
財
と
い
う
資
源
に
つ
い
て
は

イ
メ
ー
ジ
し
難
く
、
一
般
社
会

で
は
抽
象
的
な
認
識
に
留
ま
っ

て
い
る
感
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
知
財
を
具
体
的
な

資
源
と
し
て
認
識
で
き
る
瞬
間

も
、
実
は
存
在
す
る
。
例
え
ば

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
地
下
資

源
利
用
者
が

現
地
に
先
端

技
術
や
加
工

技
術
を
持
つ

企
業
を
育
成

す
る
義
務
を

負
う
。
こ
れ

は
言
い
換
え

れ
ば
、
先
端
技
術
や
加
工
技
術

と
い
っ
た
知
財
が
「
石
油
、
天

然
ガ
ス
、
銅
、マ
ン
ガ
ン
な
ど

の
一
部
に
な
る
こ
と
だ
と
も
い

え
る
。
こ
の
よ
う
に
資
源
権
益

確
保
の
カ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て

の
知
財
を
考
え
て
い
く
と
、
日

本
が
真
に
知
財
立
国
を
実
現
し

た
暁
に
は
、
他
人
へ
売
る
モ
ノ

も
あ
り
、
自
分
で
モ
ノ
を
作
る

た
め
の
材
料
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

あ
る
天
然
資
源
の
豊
富
な
国
に

も
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
無
か
ら
価
値
を
創
造

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ブ
ラ
ン

ド
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
知
財

か
ら
、
こ
う
し
た
産
業
の
基
盤

と
な
る
天
然
資
源
と
し
て
の
知

財
ま
で
を
含
め
、
日
本
の
ソ
コ

ヂ
カ
ラ
は
「
知
財
の
ソ
コ
ヂ
カ

ラ
で
あ
る
と
い
え
る
。

ソ
コ
ヂ
カ
ラ
、
　
　

推
進
力
と
育
成
力

　
で
は
、
知
財
の
ソ
コ
ヂ
カ
ラ

が
試
さ
れ
て
い
る
日
本
に
お
い

て
、
そ
の
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
を
ど
の

よ
う
に
支
え
、
育
て
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
求

め
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
至
っ
て

シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。

　
「
今
日
」
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
を
十

分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
知

財
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て

「
明
日
」
ソ
コ
ヂ

カ
ラ
を
十
分
に
発

揮
す
る
た
め
に

は
、
人
材
育
成
が

不
可
欠
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競

争
の
中
で
、
各
企

業
は
研
究
開
発
戦

略
と
事
業
戦
略
・

知
財
戦
略
と
を
一

体
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
各
種
ツ
ー
ル

専

門
能
力

、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら

を
担
う
未
来
の
人
材
の
育
成
が

求
め
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
特

に
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で

は
、
全
て
の
ツ
ー
ル
の
整
備
や

人
材
の
育
成
も
含
め
た
投
資
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
「
今

日
」
と
「
明
日
」
の
日
本
の
た

め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

は
、
そ
れ
ら
ツ
ー
ル
の
不
足
分

に
対
し
、
速
や
か
に
サ
ポ
ー
ト

可
能
な
体
制
の
整
備
に
よ
る
知

財
の
推
進
力
と
、
青
少
年
も
含

め
知
財
を
踏
ま
え
た
人
材
の
育

成
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ソ
コ
ヂ
カ
ラ
の
基
盤

　
こ
の
よ
う
に
真
に
日
本
経
済

の
再
生
と
持
続
的
発
展
を
目
指

し
て
い
く
た
め
に
は
「
知
財
の

ソ
コ
ヂ
カ
ラ
」
が
キ
ー
で
あ

り
、
こ
れ
を
活
性
化
さ
せ
る
推

進
力
と
育
成
力
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
力
で

各
地
の
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、

各
企
業
に
対
し
て
細
か
い
「
ケ

ア
」
と
「
展
開
力
」
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
発
明
協
会
グ

ル
ー
プ
で
は
、
推
進
力
を

発

明
推
進
協
会

へ
、
育
成
力
を

「
発
明
協
会
」
へ
と
集
約
し
、

各
地
域
の
発
明
協
会
が
展
開
力

を
担
っ
て
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
の
基
盤

と
な
る
体
制
へ
と
進
化
し
た
。

特
に
ア
イ
デ
ア
段
階
か
ら
利
用

可
能
な
安
価
な
調
査
か
ら
、
翻

訳
や
特
許
マ
ッ
プ
、
さ
ら
に
は

知
財
体
制
の
あ
り
方
ま
で
含
め

た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ま
で
、

総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ

い
て
強
化
し
て
い
る
。

　
複
雑
な
世
界
経
済
と
の
連
動

の
中
で
依
然
先
行
き
の
不
透
明

な
日
本
経
済
で
は
あ
る
が
「
知

財
の
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
」
を
万
全
の

体
制
で
支
え
て
い
く
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
発
明
協
会
グ
ル
ー
プ

に
ぜ
ひ
期
待
し
て
ほ
し
い
。

　　 ２０１２年 平成２４年 ４月１８日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）

中
国
で
の
　
　

　
　
特
許
問
題

　
模
倣
は
依
然
大
き
な
問
題

だ
が
、
そ
れ
以
上
に
深
刻
な

の
が
「
模
倣
大
国
」
か
ら

「
訴
訟
大
国
」
へ
移
り
変
わ

る
中
国
社
会
・
企
業
行
動
へ

の
対
応
と
い
う
わ
け
だ
。
中

国
で
提
起
さ
れ
る
特
許
訴
訟

の
件
数
は

年
に
米
国
を
抜

き
、

年
に
は
米
国
の
３
６

０
５
件
に
対
し
、
中
国
５
７

０
０
件
と
差
が
広
が
っ
て
い

る
。
外
国
企
業
が
当
事
者
と

な
る
事
件
も
増
加
の
傾
向
が

続
い
て
い
る
図
１
、２

。

　
確
か
に
昨
年
明
ら
か
に
な

っ
た
中
国
の
新
幹
線
特
許
問

題
も
、
今
ま
さ
に
法
廷
闘
争

中
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
商
標
問
題

も
、
偽
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

や
偽
ガ
ン
ダ
ム
な
ど
の
模
倣

問
題
と
は
性
質
を
異
に
す

る
。
模
倣
・
海
賊
を
「
た
た

く
」
手
法
で
は
な
く
、
同
じ

中
国
法
の
土
俵
に
乗
っ
て
先

手
を
打
つ
こ
と
が
よ
り
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
だ
。
先
の

米
国
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
は
、
訴
訟
攻
勢
に
備
え
、

こ
れ
ま
で
「
く
ず
特
許

ｊ

ｕ
ｎ
ｋ
　
ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ

ｓ

」
と
軽
ん
じ
て
き
た
中

国
の
実
用
新
案
や
意
匠
に
つ

い
て
も
、
武
器
と
し
て
の
取

得
・
活
用
を
検
討
す
べ
し
と

の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
知
財
戦
略
を
考
え
る

上
で
留
意
す
べ
き
も
う
ひ
と

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
契
約

社
会
」
だ
。
い
ま
、
多
く
の

日
本
企
業
が
中
国
に
研
究
開

発
拠
点
を
設
置
し
つ
つ
あ
る

が
、
そ
れ
に
伴
い
急
務
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
中
国
人
従

業
員
に
よ
る
研
究
開
発
成
果

へ
の
報
奨
金
を
い
か
に
定
め

る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
中
国

で
は
第
三
次
特
許
法
改
正
に

伴
う
規
則
改
正
に
よ
り
、
国

有
企
業
限
定
で
適
用
さ
れ
て

い
た
高
額
の
発
明
報
酬
・
奨

励
金
規
定
を
一
般
企
業
に
も

適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
た

だ
し
、
企
業
が
従
業
員
と
の

間
で
契
約
を
交
わ
す
か
内
部

規
定
で
別
途
定
め
て
い
る
場

合
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
逆

に
い
え
ば
、
契
約
・
内
規
を

定
め
な
い
限
り
、
高
額
な
法

定
額
の
支
払
い
が
要
求
さ
れ

る
の
だ
。
技
術
移
転
、
共
同

研
究
開
発
、
開
発
委
託
な
ど

の
法
規
で
も
、
契
約
自
由
の

原
則
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
契

約
が
な
い
場
合
や
曖
昧
な
場

合
、
か
な
り
厳
し
い
条
件
が

課
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。
あ
ら
か
じ
め
十
分
に
適

用
法
規
を
理
解
し
、
対
処
す

る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
ド
で
の
課
題

　
一
方
、
人
材
の
豊
富
さ
と

市
場
の
潜
在
力
で
中
国
を
追

う
イ
ン
ド
に
し
て
も
、
現
況

を
正
確
に
把
握
し
、
対
処
す

べ
き
知
財
問
題
が
少
な
く
な

い
。
今
年
３
月

日
、
イ
ン

ド
特
許
庁
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
知
的

所
有
権
の
貿

易
関
連
の
側

面
に
関
す
る

協
定

Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
ｓ
協

定

加
入
後

の
法
体
制
で

は
初
と
な
る

特
許
強
制
実

施
権
を
発
動

す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。

強
制
実
施
の

対
象
は
独
バ

イ
エ
ル
の
ガ

ン
治
療
薬
特

許
。
イ
ン
ド

特
許
庁
の
命

令
書
は
、
同

治
療
薬
の
イ

ン
ド
に
お
け

る
販
売
価
格

が
イ
ン
ド
公

衆
に
と
っ
て
「
合
理
的
に
入

手
可
能
な
価
格
」
で
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
に
お
け

る
特
許
実
施
の
要
件
と
し
て

「
イ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
合

理
的
な
程
度
の
生
産
行
為
」

を
必
要
と
し
、
輸
入
販
売
は

イ
ン
ド
に
お
け
る
「
実
施
行

為
」
に
な
ら
な
い
と
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
１
年
前
の

年

４
月
、
イ
ン
ド
の
弁
護
士
・

法
学
者
グ
ル
ー
プ
が
、
イ
ン

ド
特
許
庁
へ
の
情
報
公
開
請

求
の
結
果
、
「
特
許
取
得
者

に
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
特
許
発
明
の
実
施
状
況

報
告
書
を
欧
米
主
要
製
薬
企

業
が
適
切
に
提
出
し
て
お
ら

ず
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
発
明

実
施
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
」
と
発
表
し
、

注
目
さ
れ
た
。

　
外
国
企
業
の
投
資
を
歓
迎

し
つ
つ
も
、
一
方
で
伝
統
的

知
財
南
北
問
題
が
い
ま
な
お

併
存
す
る
イ
ン
ド
の
一
面
を

示
す
事
件
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え
な

が
ら
も
、
大
き
な
機
会
を
も

た
ら
す
中
国
・
ア
ジ
ア
の
市

場
。
そ
れ
ぞ
れ
の
知
財
現
況

を
正
確
に
把
握
し
、
対
抗
権

利
確
保
、
侵
害
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
、
契
約
対
応
な
ど
、
想
定

し
う
る
問
題
に
早
期
に
手
を

打
つ
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
な

く
重
要
に
な
っ
て
い
る
。


